
平
成
二
十
二
年

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た
新

し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」、
く

ま
川
鉄
道
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
列

車
「
く
ま
１
・
く
ま
２
」
の
運

行
開
始
や
、
肥
薩
線
全
線
開
通

百
周
年
を
祝
う
、
ブ
ル
ー
ト
レ

イ
ン
、
記
念
列
車
の
「
リ
バ
イ

バ
ル
え
び
の
」
な
ど
の
臨
時
運

行
が
あ
り
、
鉄
道
フ
ァ
ン
を
は

じ
め
多
く
の
観
光
客
の
皆
様
に

本
市
へ
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
春
と
秋
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
併
せ
、
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と

博
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

が
、
計
画
の
段
階
か
ら
市
民
の

み
な
さ
ん
と
市
職
員
の
協
働
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
と
て

も
画
期
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ

た
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
施
策
は
、
も

ち
ろ
ん
観
光
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
観
光
施
策
に
は
即
効

性
が
あ
り
ま
す
。
来
年
は
い
よ

い
よ
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業

を
迎
え
ま
す
の
で
、
鹿
児
島
の

観
光
客
を
本
市
に
呼
び
込
む
た

め
に
も
、
駅
前
整
備
を
中
心
と

し
た
ハ
ー
ド
面
と
、
お
も
て
な

し
を
基
本
と
し
た
ソ
フ
ト
面
の

両
面
か
ら
充
実
を
図
っ
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　

本
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、

社
会
環
境
の
変
化
と
多
様
化
す

る
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し

な
が
ら
、
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
地
域
経
営
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
積
極
的
に
行
政
改
革
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、「
選
択

と
集
中
」
を
最
大
の
経
営
戦
術

と
位
置
付
け
、
効
率
・
効
果
的

な
行
政
経
営
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
が
健
康
で
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
政
に
対
し
ま

し
て
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

紅取丘から朝日を望む
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カヌー初漕ぎ
くま川下り初下り

山の神祭り（大畑町）

くま川下り竿納め

年末特別警戒

夢明かり（ふるさと歴史の広場）

社会福祉事業団門松作り 田野小学校門松作り

田野小学校もちつき 幼年消防クラブもちつき

善隣保育園のイルミネーション
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大
人
へ
の
門
出
を
祝
う
成
人
式

が
、
１
月
３
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
対
象

者
は
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
た

ち
で
、
今
年
の
人
吉
市
の
新
成
人

は
男
２
１
２
人
、
女
２
１
８
人
の

合
計
４
３
０
人
。

　

式
に
は
、
男
１
８
８
人
、
女

１
６
１
人
の
合
計
３
４
９
人
が
出

席
。
華
や
か
な
晴
れ
着
姿
の
女
性

た
ち
と
黒
い
ス
ー
ツ
を
身
に
つ
け

た
男
性
た
ち
が
会
場
を
埋
め
尽
く

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
の
国
歌
斉
唱
の

後
、
田
中
市
長
が
「
自
分
自
身
の

人
生
と
い
う
ド
ラ
マ
の
主
人
公
と

し
て
夢
を
あ
き
ら
め
ず
に
歩
ん
で

く
だ
さ
い
」と
激
励
の
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
成

人
式
実
行
委
員
長
の
段
村
洋
明
さ

ん
が
「
自
分
の
夢
を
持
ち
続
け
成

長
し
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
出
席

し
た
新
成
人
全
員
に
記
念
品
と
し

て
携
帯
マ
イ
箸は

し

が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

式
終
了
後
も
、
会
場
の
外
は
新

成
人
た
ち
で
大
混
雑
。
久
々
に

会
っ
た
友
人
と
の
記
念
撮
影
や
お

互
い
の
近
況
報
告
な
ど
に
夢
中
に

な
り
、
時
間
を
忘
れ
て
人
生
の
節

目
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

成人式歩き出そう 
　自分の夢へ向かって

初登場「シャッター押します隊」大好評！

「４月から人吉を離れ製薬
会社に就職します。世界中
の人が安心して使える薬を
提供したいです」

尾
お が た

方 麻
あ さ み

美さん（蟹作町）

「全ての人を魅了する看護士
を目指しています。少子高齢
化社会を防ぐために２人以上
の子どもを産みたいです」

赤
あかいけ

池 千
ち り か

里香さん（下林町）

「成人式の実行委員長を努め
ました。自分の発言に責任を
持ち社会人の一人として頑
張っていきたいです」

段
だんむら

村 洋
ひろあき

明さん（中神町）

「生物関係の研究職を目指し
ています（上村さん）」、「薬
剤師を目指して頑張っていま
す（林さん）」

上
うえむら

村 果
か ほ

穂さん・左（鬼木町）

林
はやし

 明
さ や か

佳さん・右（北泉田町）

Interview
◆
新
成
人
た
ち
が
生
ま
れ
た
年
に
、
人

吉
市
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。（
平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
２

年
４
月
１
日
）

４
月　
人
吉
下
球
磨
消
防
署
本
部
が
現
在

　
　
　

の
下
林
町
に
移
転

　
　
　

田
野
分
校
（
現
田
野
小
学
校
）
の

　
　
　

校
舎
完
成

10
月　
く
ま
川
鉄
道
開
業

　
　
　

石
野
公
園
オ
ー
プ
ン

12
月　
高
速
道
路
・
八
代—

人
吉
間
開
通

２
月　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
22
年
振
り
に

　
　
　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
の
公
開
録
画

３
月　
中
原
小
学
校
体
育
館
完
成

夢DREAM
　
「
あ
な
た
の
記
念

の
一
枚
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
」。
中
原
コ

ミ
セ
ン
の
写
真
教
室

に
通
う
３
人
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
新
成

人
の
デ
ジ
カ
メ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
押
し

を
代
行
し
ま
し
た
。「
喜
ん
で
も
ら

え
て
よ
か
っ
た
。
来
年
は
、
人
数
を

増
や
し
て
ま
た
や
り
た
い
で
す
」
と

宮
山
さ
ん
。

シャッター押します隊の３人
左から、大瀬彦一さん、宮山都
保美（つぼみ）さん、白柿守人さん。



今年２月に２人目のお子さんを出産予定の優子さん。
お腹の中の赤ちゃんが寅年生まれです。優子さん

は「無事出産して家族みんなで元気に暮らしたい。女の
子の予定なのでいろんな服を着せ替えさせるのが楽し
み。元気な明るい赤ちゃんになってほしい」と笑顔。元
気な長男・光希くんにも「優しいお兄ちゃんになってね」。

中な
か
お尾 

優ゆ
う
こ子

さ
ん
、
光み

つ
き希

く
ん
、
？
ち
ゃ
ん

＝
Ｈ
22
・
２
月
予
定
【
下
薩
摩
瀬
町
】

０

48

84

2496

72

12

60

36

吉よ
し
ざ
わ澤 

千ち
け
い啓

さ
ん
＝
Ｓ
25
・
９
・
23
生

【
願
成
寺
町
】

楠く
す
は
ら原 

健け
ん
じ司

さ
ん
＝
Ｓ
49
・
８
・
29
生
、

利り

か

こ

加
子
さ
ん
＝
Ｓ
49
・
４
・
30
生
、

健け
ん
せ
い成

く
ん
、
彩あ

や
か花

ち
ゃ
ん
【
下
薩
摩
瀬
町
】

片か
た
や
ま山 

源げ
ん
し
ょ
う祥

く
ん
＝
Ｈ
10
・
８
・
28
生

【
瓦
屋
町
】

上か
み
か
た
ひ
ら

片
平 

テ
ル
さ
ん
＝
Ｔ
３
・
12
・
20
生

【
鬼
木
町
】

上う
え
は
ら原 

郁い
く
え恵

さ
ん
＝
Ｓ
61
・
7
・
17
生

【
西
間
上
町
】

藤ふ
じ
さ
き﨑 

曻の
ぼ
るさ

ん
＝
Ｔ
３
・
12
・
20
生
【
相
良
町
】

大お
お
や
ま
だ

山
田 

ミ
チ
子
さ
ん
＝
Ｓ
13
・
１
・
20
生
【
西
間
上
町
】

田た
は
ら原 

二ふ

み美
さ
ん
＝
Ｓ
37
・
７
・
11
生
、

利と
し
ひ
ろ浩

さ
ん
【
下
戸
越
町
】

楠原さんご夫婦は、ともに昭和49年の寅年生まれ。
大阪出身の健司さんが「小指の赤い糸を引っ張っ

たら人吉に来た」と話されるとおりの仲良し夫婦です。
「家族が健康でいるのが一番。今年は仕事（薬剤師）を
独立するのでうまくいけば」と健司さん。利加子さんは

「明るく癒される家庭にしたい」とニッコリ。

花
作
り
と
和
裁
が
趣
味

と
い
う
テ
ル
さ
ん
。

お
正
月
は
、
孫
や
ひ
孫
に
囲

ま
れ
て
楽
し
か
っ
た
そ
う
で

す
。「
家
庭
円
満
と
、
体
を

動
か
す
こ
と
が
長
生
き
の
秘

け
つ
」
と
話
さ
れ
る
テ
ル
さ

ん
は
、
庭
の
花
や
野
菜
の
手

入
れ
な
ど
毎
日
じ
っ
と
し
て

い
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と

か
。
と
て
も
96
歳
に
見
え
な

い
テ
ル
さ
ん
。
今
年
や
り
た

い
こ
と
は
「
誰
も
持
っ
と
ら

ん
ご
た
る
花
ば
植
え
た
か
」。

一
緒
に
温
泉
巡
り
や
ド

ラ
イ
ブ
な
ど
を
す
る

ほ
ど
家
族
と
仲
が
良
い
と
い

う
郁
恵
さ
ん
は
、
読
書
と
カ

ラ
オ
ケ
が
好
き
な
昭
和
61
年

の
寅
年
生
ま
れ
。
小
学
校
６

年
生
の
時
に
拾
っ
て
き
た
愛

犬
の
「
プ
チ
」
を
可
愛
が

る
優
し
い
女
性
で
す
。「
穏

や
か
な
１
年
に
な
れ
ば
い
い

で
す
ね
」
と
い
う
郁
恵
さ
ん

の
今
年
の
目
標
は
現
実
的
に

「
資
格
取
得
！
」
だ
そ
う
で

す
。

ピ
ー
ス
サ
イ
ン
が
若
々

し
い
曻
さ
ん
は
、
市

内
に
も
た
く
さ
ん
の
弟
子
を

持
つ
ほ
ど
の
釣
り
名
人
。「
長

島
と
阿
久
根
一
帯
に
知
ら
な

い
釣
り
場
は
な
い
」
と
の
こ

と
。「
健
康
の
秘
け
つ
は
何

で
も
よ
か
け
ん
趣
味
を
持
っ

て
楽
し
い
こ
と
を
考
え
る
こ

と
」
と
話
さ
れ
る
曻
さ
ん
の

今
年
の
目
標
は
、「
仕
事
も

釣
り
も
焼
酎
飲
み
も
、
今
ま

で
以
上
に
一
生
懸
命
す
る
こ

と
」。

週に２回、９人制バレーボールで汗をかく二美さん
は「『こんなに元気のいい48歳がいるのか』とい

われるほど元気な１年にしたい。バレーボールでも全国
大会を目指したい」と元気いっぱい。「主人あっての私
であり、私あっての主人です」と言われるようにご主人
と一緒のときが一番いい笑顔でした。

笑
顔
が
や
さ
し
い
ミ
チ

子
さ
ん
は
、
週
に
２

回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

ご
夫
婦
で
10
年
以
上
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
王

国
保
安
官
や
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
も
主
人
と
参
加
し
て
い

る
が
た
め
に
な
る
こ
と
ば
か

り
」
と
ミ
チ
子
さ
ん
。「
自

分
た
ち
夫
婦
も
仲
間
も
み
ん

な
健
康
で
い
た
い
。そ
し
て
、

人
と
の
付
き
合
い
を
大
事
に

し
た
い
。そ
れ
が
一
番
大
事
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

剣
道
４
級
で
野
球
少
年

で
も
あ
る
源
祥
く
ん

は
、
学
校
の
成
績
も
優
秀
な

文
武
両
道
の
小
学
５
年
生
。

ま
た
、
お
年
寄
り
や
年
下
の

子
と
の
交
流
が
楽
し
い
と
い

う
優
し
い
一
面
も
あ
り
ま

す
。
今
年
の
抱
負
は
「
自
分

で
で
き
る
こ
と
は
最
後
ま
で

や
り
と
お
し
た
い
。
ま
た
、

あ
が
り
症
で
緊
張
し
す
ぎ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
そ
れ
も

直
し
た
い
」
と
は
っ
き
り
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

25歳のときに、友達と一緒につくったソフトボー
ルチームも今年で35年目。このチームでの100

人以上との出会いが財産と語る千啓さん。「元日にして
いた初ソフトで初球を先頭打者ホームランしたのが一番
の思い出。みんながやめろというまで続ける」と冗談ま
じりに話してくれた千啓さん。今年の目標は「健康第一」。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
寅
年
で
す
。
今
回
は
、
市
内
在
住
の
寅
年

生
ま
れ
の
方
10
人
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
の
誕
生
日
で
96
歳
に
な
ら
れ
る
上
片
平
さ
ん
や
、

今
年
の
２
月
に
寅
年
の
女
の
子
を
出
産
予
定
の
中
尾

さ
ん
を
は
じ
め
元
気
い
っ
ぱ
い
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

寅
年
の
皆
様
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て

よ
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。年女寅

年男2010

人吉市の寅年人口（住民基本台帳人口 Ｈ21.12.28現在）

平成10年生（12歳）＝369人 昭和61年生（24歳）＝279人
昭和49年生（36歳）＝437人 昭和37年生（48歳）＝449人
昭和25年生（60歳）＝605人 昭和13年生（72歳）＝420人
大正15（昭和元）年（84歳）＝335人 大正３年生（96歳）＝ 59人
合計＝2,953人



期　日 対象町内 時　間 期　日 対象町内 時　間

２月  ９日（火） 鹿目、中神段山　【鹿目公民館】
午前９時

〜

午後３時

２月 23 日（火） 上原田全町内、井ノ口

午前９時

〜

午後４時

正午から
午後１時
までは

受付のみ
行います

２月 10 日（水）
田野、高仁田

【田野活性化センター】
２月 24 日（水） 下原田全町内

２月 25 日（木） 合ノ原、鶴田、城本、駒井田

東・西大塚　【大塚公民館】 ２月 26 日（金） 上・中・下林

２月 12 日（金）

矢岳　【岳寿館】
午前９時

〜

正午

３月   １日（月） 宝来、上・下薩摩瀬

大野　【大野公民館】
３月   ２日（火） 相良、下城本、上・下永野

３月   ３日（水） 上・下戸越、矢黒

２月 15 日（月）
上・下新、南願成寺、土手、灰
久保、新、老神、寺、南、田、
上原、麓、原城、中城、富ヶ尾

午前９時
〜

午後４時

正午から
午後１時
までは

受付のみ
行います

３月   ４日（木） 西間上、蓑野

３月   ５日（金） 古仏頂、木地屋、七地

３月   ８日（月） 西間下

２月 16 日（火）
北・南泉田、二日、五日、七日、
九日、大工、鍛冶屋、紺屋、
上・中・下青井

３月   ９日（火） 東間上・下

３月 10 日（水） 鬼木

３月 11 日（木） 瓦屋

２月 17 日（水） 大畑、大畑麓、上漆田 ３月 12 日（金） 北願成寺　※再度面接者

２月 18 日（木）
赤池原、赤池水無、赤池水無外
園、蟹作、浪床

〈会場〉２月９・10・12 日は【　】内。
　　　 15 日以降は市役所別館大会議室（西間下町）
※混雑解消のため、できる限り対象町内の申告日に
　ご来場ください。

２月 19 日（金） 上・下田代、下・東漆田
２月 22 日（月） 温泉、中神全町内（段山を除く）

　

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
も
申
告
書
は
送
付
し
ま
せ
ん

の
で
、
申
告
が
必
要
な
方
は
左
ペ
ー

ジ
の
面
接
相
談
日
程
の
対
象
町
内
の

日
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

２
月
１
日
に
配
付
し
ま
す
「
平
成
22

年
度
申
告
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

申
告
会
場
は
、
市
役
所
別
館
大
会

議
室
で
す
。
申
告
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
市
税
務
課
諸
税
係
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
質
問　
申
告
Ｑ
＆
Ａ

【
Ｑ
１
】
所
得
っ
て
何
で
す
か
？
収

入
と
一
緒
じ
ゃ
な
い
の
？

【
Ａ
１
】
所
得 

＝ 

収
入 

− 
必
要
経

費
　

収
入
と
は
、
例
え
ば
給
与
を
も

ら
っ
て
い
る
方
の
場
合
、
給
料
の
手

取
り
金
額
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
引

か
れ
る
前
の
金
額
で
す
。
ま
た
、
自

営
業
の
方
の
場
合
は
、
総
売
り
上
げ

の
額
で
す
。

　

対
象
期
間
は
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
で
、そ
の
間
の
総
額
で
す
。

収
入
を
得
る
た
め
に
は
経
費
が
か
か

る
の
で
、
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
引

い
た
残
り
が
所
得
に
な
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
の
雑
所
得
や
生
命
保

険
の
満
期
返
戻
金
な
ど
の
一
時
所

得
、不
動
産
所
得
な
ど
も
同
様
で
す
。

　

な
お
、
給
与
や
年
金
の
経
費
は
、

家
事
に
使
う
分
と
必
要
経
費
の
区
別

が
困
難
で
簡
単
に
は
算
出
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
収
入
金
額
に
応
じ
て
所
得

税
法
の
速
算
表
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

【
Ｑ
２
】所
得
控
除
っ
て
何
で
す
か
？

【
Ａ
２
】
所
得
か
ら
生
活
に
必
要
な

経
費
を
差
し
引
く
制
度
で
す
。

　

同
じ
所
得
の
方
に
そ
の
ま
ま
課
税

す
る
こ
と
は
公
平
な
課
税
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
扶
養
親
族
が
あ
る
か
ど

う
か
、
社
会
保
険
料
な
ど
の
必
要
な

経
費
は
い
く
ら
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
人
的
な
事
情
を
考
慮
し
て
、
所

得
か
ら
生
活
に
必
要
な
経
費
を
差
し

引
く
制
度
が
所
得
控
除
で
す
。
所
得

控
除
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
税

を
担
う
力
の
差
に
よ
る
負
担
の
不
均

衡
を
調
整
し
、
よ
り
公
平
な
課
税
が

で
き
ま
す
。

【
Ｑ
３
】
所
得
税
と
住
民
税
の
違
い

は
？

【
Ａ
３
】
所
得
税
は
国
税
、
住
民
税

は
地
方
税
で
す
。

　

所
得
税
は
、
１
年
間
に
得
た
全
て

の
所
得
と
そ
の
所
得
に
つ
い
て
の
税

金
を
源
泉
徴
収
（
天
引
き
）
や
予
定

納
税
で
納
め
た
税
金
と
実
際
の
税
額

を
比
べ
、
過
不
足
を
翌
年
の
３
月
15

日
ま
で
に
、
確
定
申
告
に
よ
り
自
ら

申
告
し
精
算
し
て
国
に
納
め
ま
す
。

　

給
与
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
毎
月

一
定
の
額
を
源
泉
徴
収
（
天
引
き
）

さ
れ
、
12
月
に
会
社
で
年
末
調
整
に

よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
税
は
申
告
書
や
給
与
支
払
報

告
書
、
年
金
支
払
報
告
書
な
ど
の
課

税
資
料
を
基
に
、
前
年
の
所
得
に
対

し
て
翌
年
人
吉
市
が
課
税
し
、
市
や

県
に
納
め
ま
す
。

　

市
や
県
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
直

接
関
係
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
、
必
要
な
経
費
は
、
広
く
一
般
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
住

民
税
に
は
地
域
の
会
費
の
性
質
を
も

つ
均
等
割
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所

得
税
と
比
べ
て
所
得
控
除
の
額
も
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
４
】
平
成
21
年
分
の
所
得
証
明

書
は
い
つ
も
ら
え
ま
す
か
？

【
Ａ
４
】
平
成
22
年
６
月
か
ら
発
行

で
き
ま
す
。

　

市
町
村
が
発
行
す
る
所
得
証
明

は
、
前
年
中
の
所
得
に
対
し
課
税
し

た
内
容
の
証
明
で
す
。
住
民
税
（
市

県
民
税
）
を
課
税
し
納
税
通
知
書
を

送
付
し
た
後
に
な
り
ま
す
。
人
吉
市

で
は
毎
年
６
月
か
ら
発
行
で
き
ま

す
。

【
Ｑ
５
】
人
吉
市
の
住
民
税
は
、
他

の
市
町
村
よ
り
高
い
の
で
は
？

【
Ａ
５
】
住
民
税
は
全
国
的
に
標
準

税
率
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

（

（

（

（

平成 22年度

申告のご案内

住民税の住宅ローン控除が平成 21年〜25年までの間に入居した方も対象に

市県民税、国民健康保険税
介護保険料、後期高齢者医療保険料

　

人
吉
市
の
住
民
税
が
特
に
高
い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
得
税

か
ら
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
平
成
19

年
度
か
ら
市
民
税
６
％
、
県
民
税

４
％
の
税
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
６
】
年
の
途
中
で
引
っ
越
し
た

場
合
の
住
民
税
は
？

【
Ａ
６
】
そ
の
年
の
分
は
人
吉
市
へ

お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

住
民
税
は
そ
の
年
の
１
月
１
日
現

在
住
ん
で
い
る
住
所
地
で
、
前
年
中

の
所
得
を
も
と
に
１
年
分
の
住
民
税

を
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

【
Ｑ
７
】
亡
く
な
っ
た
方
の
住
民
税

は
？

【
Ａ
７
】
住
民
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
住
所
の
あ
る
方
に
対
し

て
、
そ
の
住
所
地
の
市
町
村
が
課
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
前
年
中
に
亡
く

な
っ
た
場
合
は
、
翌
年
の
住
民
税
の

納
税
義
務
が
発
生
し
ま
せ
ん
。ま
た
、

１
月
１
日
に
亡
く
な
っ
た
方
に
つ
い

て
も
１
月
１
日
現
在
住
所
が
無
い
方

に
該
当
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
月
２
日
以
降
に
亡
く

な
っ
た
方
の
住
民
税
（
亡
く
な
る
前

の
年
の
所
得
に
対
す
る
税
金
）
は
、

相
続
人
が
納
税
義
務
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
、
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　平成11年から18年までの間に入居された方は、税源移譲に伴う住民税の住宅借入金等特別税額控除（住宅
ローン控除）が適用されていましたが、税制改正により、平成21年から25年までに入居された方も、新たに
住民税（市・県民税）の住宅ローン控除の対象となりました。
対象者　①平成11年〜 18年までの間に入居した方
　　　　②平成21年〜 25年までの間に入居した方
　　　　③所得税の住宅ローン控除の適用がある方
控除額

注意！
　年末調整や確定申告の際に、所得税の住宅借入金等特別控除申請をしていれば、住民税でも自動的に住宅ロー
ン控除が適用されますので、平成22年度から市への申請書の提出は原則不要になりました。
　なお、源泉徴収票や確定申告書に「住宅借入金等特別控除（可能）額」と「居住開始年月日」の記載がない
場合は、住宅ローン控除の対象にならない場合がありますので、記載されていることを十分にご確認ください。

申告受付と面接相談日程

※上記の式で算出された控除額［A］が、「前年分の所得税の課税総所得金額等の５％（97,500円を限度）［Ｂ］」
を超えた場合には、控除額は［Ｂ］の金額になります。
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たすきをつなぎ93チームが力走！
第56回人吉駅伝大会

　

第
56
回
人
吉
駅
伝
大
会
が
13
日
、
西

瀬
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
93

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
紅
取
橋
の
開
通
で
、
一
部

変
更
さ
れ
、
６
区
間
20
．
14
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
レ
ー
ス
は
一
区
か
ら
多
良
木
高

陸
上
Ａ
が
ト
ッ
プ
に
立
ち
そ
の
ま
ま
首

位
を
独
走
、
見
事
優
勝
。
7
連
覇
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

中
継
地
点
や
沿
道
に
は
多
く
の
市
民

が
詰
め
掛
け
、
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
の
西
瀬
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
ひ
と
よ
し
女
性
の
会

な
ど
に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
や
応
援
の
人
々
に
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。　

寒さに負けぬ 熱いたたかい
第30回人吉市子ども会サッカー大会

　

11
月
29
日
に
、
梢
山
サ
ッ
カ
ー
場
と

中
小
企
業
大
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
30

回
人
吉
市
子
ど
も
会
サ
ッ
カ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
市
内
の

各
町
内
か
ら
男
子
33
チ
ー
ム
、
女
子
20

チ
ー
ム
が
参
加
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
大
人
顔
負
け
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル
を
操
り
、
激
し
く

ボ
ー
ル
を
奪
い
合
い
、
相
手
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
選
手
た
ち
以
上

に
熱
く
な
っ
た
親
が
「
ほ
ら
、
は
よ

シ
ュ
ー
ト
う
た
ん
か
〜
」
な
ど
と
大
声

で
げ
き
を
飛
ば
す
場
面
も
。

　

優
勝
は
、
男
子
が
北
願
成
寺
町
、
女

子
が
鬼
キ
ッ
ズ
パ
ー
ト
９
で
し
た
。

　 ひ と よ し の 人　

平
成
21
年
11
月
18
日
、
横
浜
。
全
国
か

ら
地
区
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
て
き
た

32
チ
ー
ム
が
し
の
ぎ
を
削
る
「
Ｅ
Ｔ
ロ
ボ
コ

ン
２
０
０
９
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
有
名
企
業
や
大
学
の
研
究

チ
ー
ム
な
ど
が
軒
並
み
名
前
を
連
ね
た
こ
の

大
会
で
、
九
州
技
術
教
育
専
門
学
校
の
ロ
ボ

コ
ン
部
「
Ｋ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
が
「
コ
ー
ス
の
逆
走
」

と
い
う
荒
技
を
披
露
す
る
な
ど
会
場
を
沸
か

せ
、
見
事
、
準
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

審
査
員
か
ら
も
「
想
定
外
」
だ
っ
た
と
い

う
ほ
ど
異
例
の
逆
走
は
副
部
長
の
祝
さ
ん
の

ア
イ
デ
ィ
ア
。「
効
率
よ
く
ポ
イ
ン
ト
を
稼

ぐ
た
め
に
全
国
大
会
用
に
考
え
出
し
た
方

法
」
だ
。
大
会
で
ロ
ボ
ッ
ト
が
逆
走
し
始
め

た
と
き
は
、
ス
タ
ー
ト
早
々
の
ト
ラ
ブ
ル

か
と
失
笑
の
声
が
漏
れ
た
と
い
う
会
場
も
、

ゴ
ー
ル
後
に
審
査
員
か
ら
「
問
題
な
し
」
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
る
と
、
ど
よ
め
き
か
ら
歓

声
に
変
わ
っ
た
と
い
う
。「
ね
ら
い
ど
お
り

で
し
た
。
し
て
や
っ
た
り
」
と
祝
さ
ん
は
ニ

ヤ
リ
。
企
業
チ
ー
ム
を
抑
え
て
の
準
優
勝
の

感
想
を
「
優
勝
を
狙
っ
て
い
た
の
で
、
準
優

勝
は
く
や
し
い
」
と
話
す
部
員
た
ち
。
志
が

高
い
。
顧
問
の
赤
山
先
生
は
「
ま
さ
か
、
こ

ん
な
成
績
を
残
す
と
は
。
全
国
大
会
出
場
を

決
め
た
後
の
彼
ら
の
技
術
ア
ッ
プ
と
団
結
力

が
す
ご
か
っ
た
」
と
チ
ー
ム
を
評
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
製
作
は
毎
日
の
授
業
が
終
わ
っ

て
か
ら
行
い
、
日
を
ま
た
ぐ
こ
と
も
珍
し
く

な
か
っ
た
そ
う
だ
。「
き
つ
か
っ
た
か
ら
こ

そ
達
成
感
が
あ
っ
た
。貴
重
な
体
験
で
し
た
」

と
話
す
彼
ら
は
今
年
の
３
月
で
卒
業
。「
自

分
た
ち
を
越
え
て
ほ
し
い
」。
後
輩
た
ち
に

夢
を
託
す
。

アイディアと努力、心の強さ
　　ＥＴロボコン 2009　準優勝

九州技術教育専門学校
　　　　　　　　ロボコン部 ＝ひとよしで頑張っている人を紹介します！＝

九州技術教育専門学校
　　　　ロボコン部「KTEC」
左から、顧問の赤山聖子先生、副部長
の祝竜児さん、部長の瀬戸ノ上敏明さ
ん、部員の椎葉誠也さん。他に福山稚
彩さんも部員。ロボットは二輪走行し、
本体の傾きを検知するセンサーを使っ
てバランスをとる。愛称は「けいて君」。

ＥＴロボコンとは？
…決められた走行体（ロボ
ット）で指定のコースを自
律走行する競技。

競技方法（ＮＸＴ部門）
…１周約 20メートルのコー
スを２周する。競技者はロ
ボットの走行中に物理的な
方法でエネルギー、力、情
報などを与えてはいけない。
コース上にはクリアするとポ
イントになる「難所」がある。
周回タイムと難所をクリアし
たポイントの総合点で順位
が決まる。

相談者はとぎれることなく…
ワンストップ生活就労相談会

不景気もどこ吹く風 会場は笑いの渦に
第42回歳末たすけあい演芸会

　

12
月
６
日
の
昼
夜
２
回
、
第
42
回
歳

末
た
す
け
あ
い
演
芸
会
が
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
約
２
，
０
０
０

人
が
多
彩
な
演
目
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
演
芸
会
は
、
人
吉
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
熊
本
県
共
同
募
金
人
吉
支
部
主

催
で
の
開
催
。
チ
ケ
ッ
ト
の
収
益
は
、

生
活
困
窮
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
福
祉

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

会
場
は
、
ほ
ぼ
満
席
。
ス
テ
ー
ジ
で

次
々
に
繰
り
出
さ
れ
る
詩
吟
、
日
本
舞

踊
、
ダ
ン
ス
、
コ
ン
ト
な
ど
で
会
場
は
笑

い
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

田
中
市
長
が
「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」
を
大

王
市
議
会
議
長
が
「
上
を
む
い
て
歩
こ

う
」を
熱
唱
し
、会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

12
月
28
日
に
人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
就
労
や
生
活
な
ど
の
相
談
を

一
か
所
で
対
応
す
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
生

活
就
労
相
談
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
相
談
会
は
、
年
末
年
始
に
抱
え
る

不
安
を
少
し
で
も
軽
く
し
て
欲
し
い
と

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
関
係
機
関
に

呼
び
か
け
て
行
っ
た
も
の
で
、
今
回
が
初

め
て
の
取
り
組
み
。
こ
の
日
は
、
20
代

か
ら
70
代
ま
で
の
37
件
の
相
談
が
あ
り
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
員
や
弁
護
士
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
30
人
と
市
職

員
が
、
豚
汁
と
「
医
食
同
源
ひ
と
よ
し

米
」
の
ご
飯
を
相
談
者
に
振
舞
い
ま
し

た
。

炊き出し（豚汁づくり）の様子
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情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

グリーンツーリズムの未来は？
九州グリーンツーリズムシンポジウム2009

永年の夢　新公民館完成
永野町公民館落成式

「岩屋さん」の内部に興味津々
岩屋熊野座神社保存修理工事見学会

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
人
材
育
成

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
な
ど
に
つ
い
て

考
え
よ
う
と
、
九
州
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
９
が
12
月

12
日
に
中
小
企
業
大
学
校
で
開
催
さ
れ

関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
基
調
講
演
で
、
東
洋
大
学
の

青
木
辰
司
教
授
は
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
行
政
と
民
間
の
両
輪
が
同
じ

よ
う
に
回
ら
な
い
と
前
に
進
ま
な
い
」

「
個
々
で
の
活
動
は
活
発
だ
が
、
今
後

は
そ
の
点
を
線
や
面
に
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
」
な
ど
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
午
後
か
ら
は
、
４
つ
の
分
科
会
に

別
れ
て
、
事
例
報
告
や
課
題
な
ど
の
討

論
も
あ
り
ま
し
た
。

木下絵莉さん（一中２年） 全国で奨励賞
全国中学生人権作文コンテスト

　

第
一
中
学
校
２
年
生
の
木
下
絵
莉
さ

ん
が
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
で
県
大
会
の
最
優
秀
賞
、
全
国
の

中
央
大
会
で
も
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

木
下
さ
ん
は
、
血
液
透
析
を
行
っ
て

い
る
お
父
さ
ん
の
腕
に
あ
る
「
シ
ャ
ン

ト
」
か
ら
聞
こ
え
る
血
液
の
流
れ
る
音

を
「
命
の
音
」
と
表
現
。
障
が
い
と
共

に
生
き
て
い
る
両
親
へ
の
尊
敬
の
念
と

そ
れ
を
通
じ
て
命
の
尊
さ
を
作
文
に
し

て
い
ま
す
。「
受
賞
は
驚
い
た
け
ど
嬉

し
か
っ
た
。
自
分
と
同
じ
中
学
生
や
、

親
を
避
け
て
い
る
人
に
読
ん
で
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
」
と
受
賞
の
感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
９
月
か
ら
保
存
修
理
工
事
に

着
手
し
て
い
る
国
指
定
重
要
文
化
財

「
岩
屋
熊
野
座
神
社
」（
東
間
上
町
）
の

現
場
見
学
会
が
、12
月
20
日
に
行
わ
れ
、

地
元
関
係
者
や
歴
史
愛
好
者
な
ど
が
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
拝
殿
な
ど
の
屋
根
は
解
体

さ
れ
て
い
て
、
見
学
者
は
組
ま
れ
た
足

場
か
ら
神
社
内
部
を
見
学
し
、
工
事
関

係
者
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
近
く
に
住
む
女
性
は
「
よ
く
岩
屋

さ
ん
の
そ
う
じ
を
し
に
来
て
い
る
が
、

こ
ん
な
上
か
ら
内
部
を
見
る
の
は
初
め

て
」
と
興
味
深
げ
。
神
社
の
修
理
は
解

体
調
査
の
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
進
め

ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

永
野
町
の
新
し
い
公
民
館
が
完
成

し
、
12
月
20
日
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
以
前
の
公
民
館
は
建
築
か
ら
75

年
を
す
ぎ
て
老
朽
化
し
て
い
た
た
め
に

新
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。新
公
民
館
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
イ
プ
で
広
々
と
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ
の
玄
関
と
、
３
．
５
ｍ
の

高
天
井
の
大
広
間
が
あ
り
、広
間
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
同
町
内
が
入
賞

し
た
と
き
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
飾
る
棚
も

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
式
で
永
田
進

町
内
会
長
は
「
こ
の
公
民
館
を
拠
点
に

町
内
の
活
性
化
を
し
て
い
き
た
い
。
高

齢
化
を
し
て
も
元
気
な
ま
ち
は
あ
る
と

い
う
こ
と
を
永
野
か
ら
発
信
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

市役所（代表）　☎22−２１１１　　カルチャーパレス　☎24−３３１０　　スポーツパレス　☎22−１６８８

水　道　局　☎22−５４９７　　保 健 セ ン タ ー　☎24−８４２０　　石 野 公 園　☎24−６７００

お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
2
月
1
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
„
農
林
業
の
国
勢
調

査
“
と
い
わ
れ
る
「
２
０
１
０
年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業

の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
5
年

ご
と
に
実
施
す
る
き
わ
め
て
大
切

な
調
査
で
す
。

　

1
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
農
林
業
を

営
む
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
調
査
員

が
訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業

の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　
市
企
画
課
企
画
政
策
係

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
２
０
１
０
年
版
（
平
成
22
年

版
）
市
民
手
帳
」
の
販
売
を
し
て

２
０
１
０
年
版
（
平
成
22
年
版
）

市
民
手
帳
在
庫
あ
り
ま
す

　

平
成
22
年
1
月
1
日
か
ら
、
社

会
保
険
庁
は
『
日
本
年
金
機
構
』

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
社
会
保

険
事
務
所
は
「
年
金
事
務
所
」
と

な
り
ま
し
た
。

○
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴

い
、
皆
さ
ん
に
新
た
に
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
「
年
金
事
務
所
」
の
所
在
地
、

電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

○
年
金
の
支
払
い
や
、
各
種
の
届

出
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
６
５

㉟
６
１
２
３
）

「
日
本
年
金
機
構
」
が　

　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

ご
み
の
焼
却
は
、
一
部
の
例
外

を
除
き
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

違
反
し
た
場
合
は
、
5
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
，
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

冬
場
は
特
に
ご
み
の
焼
却
が
多

く
な
り
、
煙
や
灰
に
よ
っ
て
洗
濯

物
に
に
お
い
が
つ
い
た
り
窓
が
開
け

ら
れ
な
い
と
い
っ
た
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
例
外
の
場
合
で
あ
っ
て

も
、
付
近
の
住
民
へ
の
影
響
が
大

き
い
と
判
断
し
た
場
合
は
指
導
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

庭
木
の
落
ち
葉
や
剪せ

ん
て
い定

く
ず
な

ど
も
指
定
袋
に
入
れ
て
、
1
回
に

ご
み
の
焼
却
禁
止
！

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
を
確
保
し
、
次
世
代
育
成
、
世

代
間
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど

も
の
笑
い
声
の
あ
ふ
れ
る
人
吉
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
12
月
か
ら
2
月
に
か
け

て
子
ど
も
の
遊
び
場
の
実
態
調
査

子
ど
も
の
遊
び
場
を　

　
　

調
査
し
て
い
ま
す

　

平
成
21
年
11
月
27
日
に
、
市
役

所
で
、「
第
2
回
人
吉
市
入
札
監

視
委
員
会
定
例
会
議
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
平
成
21
年
4
月

1
日
〜
9
月
30
日
ま
で
に
契
約
し

た
工
事
か
ら
6
件
を
抽
出
し
、
そ

の
入
札
・
契
約
手
続
き
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。
審
議
し
た
6
件

の
工
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
浪
床
地
区
導
水
管
改
良
工
事

（
2
工
区
）

②
西
間
地
内
第
3
号
線
側
溝
改
修

工
事 

③
熊
田
口
団
地
受
水
槽
改
修
工
事 

④
鶴
田
団
地
5
棟
〜
7
棟
屋
上
防

水
改
修
工
事 

⑤
西
瀬
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
及

び
大
規
模
改
修
工
事 

⑥
西
瀬
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
及

び
大
規
模
改
修
電
気
設
備
工
事

※
会
議
の
概
要
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。な
お
、

市
契
約
管
財
課
の
窓
口
で
閲
覧
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
市
契
約
管
財
課
契
約
検

査
係 第

２
回
人
吉
市
入
札
監
視
委
員
会

定
例
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

を
行
い
ま
す
。
顔
写
真
入
り
の
調

査
員
証
を
携
行
し
た
調
査
員
が
子

ど
も
た
ち
の
遊
ん
で
い
る
場
所
を

巡
回
し
、
聞
き
取
り
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　
市
福
祉
課
福
祉
政
策
係

つ
き
指
定
袋
（
大
）
で
3
袋
を
目

安
に
所
定
の
ご
み
集
積
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
環
境
課
環
境
衛
生
係

ま
す
が
、
ま
だ
在
庫
が
あ
り
ま
す

の
で
、
予
約
し
忘
れ
た
方
や
追
加

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

購
入
く
だ
さ
い
。

価
格　
1
冊
４
７
０
円

問
合
せ　
市
企
画
課
企
画
政
策
係
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相　
　
談

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
く
ら
し
安
心
相
談
員
が
、
問

題
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
心
配
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
市
民
課
く
ら
し
安

心
相
談
係

募　
　
集

期
日　
3
月
21
日
（
日
）

会
場　
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
熊
本
市
）

競
技
種
目　

ト
ラ
ッ
ク
種
目

（
１
０
０
ｍ
競
走
ほ
か
）、
フ
ィ
ー

ル
ド
種
目
（
走
り
高
跳
び
、
砲
丸

投
げ
ほ
か
）

※
障
害
種
別
な
ど
に
よ
り
競
技
種

目
が
異
な
り
ま
す
。

参
加
資
格　
●
平
成
21
年
度
「
日

本
身
体
障
害
者
陸
上
競
技
連
盟
」、

「
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
」、「
日
本

の
盲
人
マ
ラ
ソ
ン
協
会
」
に
い
ず
れ

か
の
登
記
、
登
録
者　

●
県
内
在
住
の
身
体
障
害
者

申
込
締
切　
2
月
12
日
（
金
）
必
着

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
協
会
（
☎
０
９
６–

３
８
３–

６
５
５
３
）

第
13
回
九
州
チ
ャ
レ
ン
ジ

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

浄
化
槽
設
置
基
数
等

実
態
調
査

　

熊
本
県
は
、
今
後
の
生
活
排
水

　

教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理
と

執
行
状
況
に
つ
い
て
、
点
検
と
評

価
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

報
告
書
を
公
表
し
ま
す
。

　

な
お
、「
教
育
委
員
会
の
事
務

に
関
す
る
点
検
評
価
報
告
書
」
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
教
育
総

務
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
事
務
に

関
す
る
点
検
評
価
報
告
書

対
象　
父
親
ま
た
は
母
親
が
交
通

事
故
の
た
め
に
死
亡
し
た
、
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
・
生
徒
の
保

護
者

支
給
金
額　
①
小
学
校
・
中
学
校

入
学
＝
１
０
，
０
０
０
円　

②
中

学
校
卒
業
＝
２
０
，
０
０
０
円

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
に
住

民
票
の
写
し
を
添
え
て
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
ま
で
提
出
。

な
お
、
申
請
書
は
、
民
生
委
員
児

童
委
員
か
、
同
事
務
局
に
取
り
に

き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
3
月
10
日
（
水
）

問
合
せ　

市
社
会
福
祉
協
議
会

（
㉔
９
１
９
２
）

人
吉
市
善
意
銀
行 

交
通
遺
児

入
学
・
卒
業
祝
金

う
ぉ
〜
む
・
は
あ
と

2
月
の
ご
案
内

時
間　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
（
セ
ン
タ
ー
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
利
用
で
き
ま

す
）

【
年
齢
別
活
動
日
】

場
所　
う
ぉ
〜
む
・
は
あ
と

9
日
（
火
）
2
歳
児

（
冬
を
感
じ
よ
う
）

10
日
（
水
）
１
歳
児
（　
〃　

 

）

12
日
（
金
）
０
歳
児
（　
〃　

 

）

16
日
（
火
）
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

23
日
（
火
）
異
年
齢
児
活
動
日

（
お
ひ
な
様
作
り
）

【
特
別
行
事
・
出
前
保
育
な
ど
】

19
日
（
金
）
特
別
行
事　
「
子
育

て
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
体
験
版
」（
講
師
：

奥
平 

明
子
氏
、
場
所
：
未
定
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

特
設
人
権
相
談

　
い
じ
め
、
体
罰
、
配
偶
者
の
暴

力
、
隣
近
所
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、

部
落
差
別
、人
権
問
題
を
は
じ
め
、

種
々
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

　

運
動
と
栄
養
面
か
ら
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
の
お
話
を
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

期
日　
1
月
25
日
（
月
）

時
間　
午
後
2
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
約
2
時
間
）

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
料　
無
料

資
格　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
方

定
員　
60
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

講
師　

井
上
志
織
さ
ん
（（
株
）

く
ま
も
と
健
康
支
援
研
究
所
運
動

指
導
士
）、
岩
男
美
佳
さ
ん
（
同

管
理
栄
養
士
）

申
込
締
切　
1
月
22
日
（
金
）

問
合
せ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
㉔
４
９
６
７
）、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
事
務
局
（
㉓
３
９
２
７
）

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
の
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

温
泉
健
康
講
座　

　
　

  

受
講
生
募
集

期
日　
2
月
4
日
（
木
）

　
　
　
　
　

26
日
（
金
）

時
間　
午
後
２
時
〜
３
時

場
所　
人
吉
保
健
所

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　
人
吉
保
健
所
保
健
予
防

課
（
☎
㉒
３
１
０
７
）

　

月
２
回
実
施
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

　

生
活
上
の
法
律
に
関
す
る
相
談

に
、
司
法
書
士
会
が
ご
協
力
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
予

約
制
で
す
の
で
、
早
め
の
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
相
談
は

無
料
で
す
。

期
日　
2
月
4
日
（
木
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
㉔
９
１
９
２
）

　

行
政
窓
口
の
対
応
、
道
路
、
年

金
、
環
境
問
題
な
ど
行
政
に
対
す

る
苦
情
や
意
見
、
要
望
、
ま
た
、

く
ら
し
に
関
し
て
お
悩
み
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
な
ん
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　
2
月
16
日
（
火
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
中
原
コ
ミ
セ
ン

対
象
者　
市
内
在
住
の
方

相
談
員　
行
政
相
談
委
員

問
合
せ　

梶
原
志
郎
行
政
相
談
委
員
（
☎
㉔

３
０
７
７
）

　
「
最
近
、
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ

て
心
配
…
」「
認
知
症
が
出
始
め

た
の
で
は
…
？
」
な
ど
、
ご
本
人

や
ご
家
族
な
ど
の
も
の
忘
れ
に
関

す
る
心
配
に
対
し
て
「
か
か
わ
り

▼
2
月
18
日
（
木
）

　

人
吉
総
合
病
院
３
階
会
議
室

▼
3
月
4
日
（
木
）

　

多
良
木
町
役
場

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

受
付　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
、
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

※
受
付
人
数
に
よ
っ
て
は
受
付
時

間
を
早
め
に
終
了
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
総
合
相
談
室

（
☎
０
９
６
５
㉟
６
１
２
３
）

も
の
忘
れ
相
談

社
会
福
祉
協
議
会

心
配
事
相
談
所

無
料
法
律
相
談

く
ら
し
の
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

八
代
年
金
事
務
所

年
金
出
張
相
談
所

　

市
が
発
注
す
る
平
成
22
年
度
の

物
品
製
造
等
・
役
務
、
建
設
工
事
・

測
量
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
指
名

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

業
者
の
方
は
、
参
加
資
格
審
査
申

請
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
受

付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
2
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
3
月
15
日
（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

提
出
書
類　

●
物
品
製
造
等
・
役
務
＝
市
指

定
様
式
の
申
請
書
ほ
か
（
様
式
な

ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

●
建
設
工
事
・
測
量
コ
ン
サ
ル
＝

国
土
交
通
省
統
一
様
式
ほ
か　

※
提
出
書
類
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
契
約
管
財
課
契
約
検

査
係 競

争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
を
追
加
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
22
年
第
1
回
定
例
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
場
合
は
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

期
日　
1
月
29
日
（
金
）

時
間　
午
後
1
時
30
分
か
ら

会
場　
市
役
所
別
館
2
階

２
０
３
会
議
室　

問
合
せ　
市
教
育
総
務
課

人
吉
市
教
育
委
員
会

定
例
会
が
傍
聴
で
き
ま
す

問
合
せ　
市
教
育
総
務
課

26
日
（
金
）
出
前
保
育
（
場
所
：

東
西
コ
ミ
セ
ン
）

申
込
・
問
合
せ　

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
う
ぉ

〜
む
・
は
あ
と
」

（
さ
ざ
な
み
保
育
園
内
）（
☎
㉒

７
１
７
７
）

☎
０
９
６–

３
８
５–

３
３
０
０

　

曜
日
ご
と
に
日
替
わ
り
で
、
同

じ
内
容
の
テ
ー
プ
が
聞
け
ま
す
。

時
間　
朝
9
時
〜
翌
朝
9
時

主
催　
熊
本
県
保
険
医
協
会

（
☎
０
９
６–

３
８
５–

３
３
3
０
）

1
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
月
曜
日
＝
加
齢
黄
斑
変
性
症
と
は

▼
火
曜
日
＝
熊
本
の
高
齢
者
の
孤

独
死
の
実
態

▼
水
曜
日
＝
こ
む
ら
が
え
り
（
か

ら
す
ま
が
り
）

▼
木
曜
日
＝
神
経
を
と
っ
た
歯
が
、

な
ぜ
痛
む
の
で
し
ょ
う
か
？

▼
金
曜
日
＝
く
も
膜
下
出
血

▼
土
・
日
曜
日
＝
熊
本
の
救
急
医

療
に
つ
い
て

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

健　
　
康

方
」
や
「
受
診
の
勧
め
」
な
ど
、

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

期
日　
2
月
8
日
（
月
）

時
間　
午
後
３
時
か
ら

※
予
約
が
必
要
で
す
。
事
前
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

場
所　
市
役
所
厚
生
室
（
庁
舎
と

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
の
間
に
あ

り
ま
す
）

対
象
者　
市
内
在
住
の
方

担
当
者　
中
村 

博
喜
医
師

予
約
・
問
合
せ　
市
高
齢
者
支
援

課
介
護
予
防
係
（
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）

談
く
だ
さ
い
。
予
約
制
（
電
話
可
）

で
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

期
日　
2
月
2
日
（
火
）

　
　
　
　
　

16
日
（
火
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

受
付　
市
役
所
3
階
第
2
会
議
室

相
談
員　
弁
護
士

申
込
・
問
合
せ

市
市
民
課
く
ら
し
安
心
相
談
係

　

事
業
用
償
却
資
産
の
所
有
者
の

方
は
、
１
月
１
日
現
在
で
所
有
す

る
償
却
資
産
に
つ
い
て
市
長
に
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
締
切　
２
月
1
日
（
月
）

※
例
年
は
１
月
31
日
で
す

対
象　
構
築
物
、
機
械
・
装
置
、

船
舶
、
車
両
運
搬
具
、
備
品
、
農

業
用
機
械
な
ど

※
当
て
は
ま
る
方
は
、
期
日
ま
で

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
税
務
課
資
産
税
係

税
・
料
金

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
申
告
は

２
月
1
日
（
月
）
ま
で
に

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

期
日　
2
月
12
日
（
金
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
西
間
下
町
）

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ　
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉

支
局
（
☎
㉒
３
３
９
３
）

松
本
和
子
行
政
相
談
委
員
（
☎
㉔

１
４
０
３
）

処
理
施
策
を
進
め
る
う
え
で
の
重

要
な
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
た
め
、

浄
化
槽
の
設
置
状
況
や
維
持
管

理
状
況
の
実
態
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
調
査
に
は
、
県
か
ら
委
託
さ

れ
て
い
る
「
公
益
社
団
法
人
熊
本

県
浄
化
槽
協
会
」
の
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
時
期　
1
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
　

〜
3
月
中
旬

問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
熊
本

県
浄
化
槽
協
会
（
☎
０
９
６–

２
８
４–

３
３
５
５
）
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平
成
22
年
度
採
用
分

　

学
校
事
務
・
学
校
用
務
嘱
託
職
員採

用
試
験

試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

学
校
事
務
…
１
人
程
度

学
校
用
務
…
１
人
程
度

業
務
内
容

学
校
事
務

①
給
食
事
務
補
助
な
ど
の
給
食
運
営
に

関
す
る
業
務

②
学
校
事
務
補
助
な
ど
の
学
校
運
営
に

関
す
る
業
務

③
司
書
補
助
な
ど
の
図
書
室
運
営
に
関

す
る
業
務

学
校
用
務

①
学
校
の
施
設
、
設
備
の
点
検
お
よ
び

営
繕
に
関
す
る
業
務

②
連
絡
事
務

③
そ
の
ほ
か
緊
急
を
要
す
る
業
務
に
関

す
る
こ
と

勤
務
場
所　
市
内
の
小
中
学
校

勤
務
形
態
・
報
酬　
勤
務
日
数
は
月
17
日

以
内
で
、
勤
務
時
間
は
週
29
時
間
以
内　

日
額
６
，
３
０
０
円

雇
用
期
間

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31

日
の
１
年
間

試
験
方
法　
人
物
試
験
（
面
接
）

試
験
日
時
・
場
所

２
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
市
役
所

別
館
２
階
会
議
室
（
人
吉
市
西
間
下
町

１
１
８

−

１
）

※
待
ち
時
間
を
短
く
す
る
た
め
時
間
を
ず

ら
し
て
集
合
し
て
い
た
だ
く
よ
う
調
整
し

ま
す
。集
合
時
間
は
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

受
験
資
格　
昭
和
20
年
４
月
２
日
〜
平
成

４
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
自
動

車
運
転
免
許
を
所
有
し
、
本
市
に
在
住
可

能
な
方
。
性
別
は
不
問
。

※
人
吉
市
嘱
託
職
員
の
勤
務
に
関
す
る
規

程
第
６
条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当

す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

１
月
18
日（
月
）〜
29
日（
金
）（
受
付
時
間
：

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

土
・

日
・
休
日
除
く
）

必
要
書
類　
履
歴
書
１
部
（
上
半
身
の
写

真
を
貼
付
）、
作
文
（
題
「
人
間
関
係
で

大
切
な
こ
と
」
４
０
０
字
以
内
）
を
下
記

申
込
先
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
※
作
文
は

自
筆
で
作
成
（
パ
ソ
コ
ン
な
ど
不
可
）。

作
文
用
紙
・
履
歴
書
は
、
市
販
品
ま
た
は

市
教
育
総
務
課
備
え
付
け
の
も
の
。
作
文

は
面
接
試
験
の
際
に
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
提
出
が
な
い
場
合
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ　
市
教
育
総
務
課
総
務
係

第２回まちづくり親善大使と市民との交流会議

お！ひとよし「すてき☆なまち　すてき★なひと」
〜魅力あふれるまちづくりのヒントをさぐる〜

　それぞれの分野で、優れた知識・経験を有する『まちづくり親善大使』からまちづくりに対する意見をいただくパ
ネルディスカッションを開催します。あなたも魅力あふれるまち「ひとよし」づくりのヒントを探しにいらしてみませんか？
日　時　２月６日（土）午後６時〜８時
内　容　パネルディスカッション
　テーマ　お！ひとよし「すてき☆なまち　すてき★なひと」
　　　　　  〜魅力あふれるまちづくりのヒントをさぐる〜
　パネリスト　斎藤 由香氏、木村 克己氏　原 聰

さとし

氏（予定）
場　所　カルチャーパレス小ホール
入　場　無　料
問合せ　市地域生活課協働推進係

まちづくり親善大使とは
　人吉市の地域情報を市内外に発信し、本市の地域活性化お
よび質の向上を図るため、優れた知識や技術を有する者に委
嘱されます。任期は３年。現在次の12人です。
■池坊 保子氏■神崎 邦子氏■相良 知重氏■千 玄室氏
■原口 泉氏■斎藤 由香氏■小谷 明氏■種村 国夫氏
■木村 克己氏■大瀬 克博氏■原 聰氏■吉村 作治氏

※昨年の様子

介護保険料納入をお願いします

※災害などの特別な事情により、一時的に保険料が納められない場合は、徴収の猶予や減免、免除を
　受けられる場合もあります。詳しくはお尋ねください。

問合せ　市高齢者支援課介護保険係

問合せ　市高齢者支援課介護保険係

　下記の証明書（領収書）などで確定申告・住民税申告をすると、所得控除の対象になります。

　身体障害者手帳などの交付を受けていない場合でも、65 歳以上の要介護認定者などで寝たきり度や認知症
の状態が一定の基準に該当する場合は、市で認定書（障害者控除対象者認定書）を交付します。
　ただし、この認定の基準日は、申請日の属する年度の 12 月 31 日となっています。平成 22 年度の税の申告に
使用される場合は今年度中（平成 22 年３月 31 日（水）まで）に申請してください。

■障害者控除

★介護サービス利用料について
　　介護認定を受けている方が利用した、在宅介護サービスや施設介護サービスの利用料の自己負担額が控
　除対象となります。これは、サービス事業所が発行する証明書（領収書）で申告することができます。ただし、
　サービスの種類により、自己負担の半額控除や控除対象外の場合があります。
　詳しくは、各事業所へお尋ねください。
★オムツ代について
　「常にオムツが必要」と医師が発行した証明書が必要です。ただし、今までこの所得控除を受けている要介
　護認定者で、市が主治医意見書から「常にオムツが必要」と判断できる方は、市で交付する確認書で申告
　することができます。
※確認書や認定書が必要な方（対象と思われる方）は下記へご連絡ください。申請書をお送りします。

■医療費控除

介護保険関連の所得控除

滞　納　期　間 と　ら　れ　る　措　置
１年以上
　　　１年６か月未満

介護サービスにかかる費用の全額が自己負担になります。申請すると
後日、保険給付分（９割）が支払われます。

１年６か月以上
　　　　　　２年未満

介護サービスにかかる費用の全額が自己負担になり、保険給付（９割）
の一部または全部が一時的に差し止められます。

２ 年 以 上 利用者負担が１割から３割に引き上げられたり、高額介護サービス費
が受けられなくなります。

ご存じですか？

　みなさんが納める保険料は、介護保険を運営していくための大切な
財源です。介護が必要になったとき、誰もが安心してサービスを利用
できるように、必ず保険料を納めましょう。
　保険料を納めないと、滞納していた期間に応じて次のような措置が
とられます。
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★
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
指
導
者　
山や

ま
む
ろ室
ま
り
さ
ん

　
現
在
、
4
〜
7
歳
の
14
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

教
室
の
特
徴
は
、
幼
児
〜

小
学
校
低
学
年
の
時
期
に

身
に
つ
け
て
お
き
た
い
基

本
的
運
動
動
作
（
歩
く
・

走
る
・
跳
ぶ
・
は
う
・
転

が
る
・
丸
ま
る
）
を
軽
快

な
音
楽
と
同
調
さ
せ
て
表

現
活
動
を
行
う
こ
と
で

す
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
リ
ズ
ム
感
や
バ
ラ
ン
ス
力
向
上

の
ほ
か
、
集
中
力
や
持
久
力
、
想
像
力
な
ど
見
え
な
い

力
を
も
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
か
ば
い
！

こ
の
本

★12月の　　
　　新刊から★

市図書館
（☎㉔３５１8）

わが家の１か条 〜家庭教育の大切さを再確認〜

赤池さんちの１か条

感謝して食事をしよう

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
総
合
型
ク
ラ
ブ
）

「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
の
お
知
ら
せ
窓

口
で
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
」
は

樫
（
か
し
）、「
ラ
ッ
ソ
」
は
絆
（
き
ず
な
）
と
い
う
意

味
で
す
。

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
と
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
愛
好
す
る
人
々
が

自
由
に
参
加
し
、
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
く
会
員
制
の

ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
す
。

今
月
は
「
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
教
室
」
紹
介
で
す

　
＊
1
月
の
休
館
日
は
、
1
日
〜
4
日
・
12
日
・

18
日
・
25
日
で
す
。

クレア・Ａ・ニヴォラ 著
柳
やなぎだ

田　邦
く に お

男 訳

《児童》
その手に 1 本の苗床を

　
昭
和
40
〜
50
年
代
。
つ
ら
い
と
き
、
悲
し
い
と
き
、

歌
を
う
た
っ
て
生
き
て
き
た
作
者
。
懐
か
し
い
流
行
歌

と
と
も
に
語
り
尽
く
し
た
自
分
史
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ラ
ジ

オ
深
夜
便
」
の
ト
ー
ク
に
加
筆
し
た
も
の
で
す
。

　
「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」
と
い
う
言
葉
が
、ワ
ン
ガ
リ・マ
ー

タ
イ
さ
ん
の
心
を
と
ら
え
た
の
は
自
然
の
恵
み
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
し
た
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
若
き
日
の
心
の
成
長
と

人
間
像
を
描
い
た
絵
本
で
す
。

《一般》
わが人生の歌がたり

赤
池
さ
ん
家
族
（
赤
池
水
無
町
）

　わが家には、決め事はありませんが、あえて言うなら食事の前後

のあいさつです。ごく当たり前の「いただきます」「ごちそうさまで

した」。食事を作る人にはもちろんですが、食する材料にも生命があ

ります。それを私たちが口にするのですから、そのことにも感謝し、

食したいです。

市社会教育課
Vol. 7

ブログ　http://hitoyoshi-club.net/cl

第18 回

五
い つ き

木　寛
ひろゆき

之 著

産業祭にも出演
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医療のお話し

今月のドクター

人吉医師会 理事　高橋 耕一 

　

わ
が
国
の
予
防
接
種
体
制
は

世
界
標
準
か
ら
大
き
く
遅
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
「
ワ
ク
チ
ン

ギ
ャ
ッ
プ
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

欧
米
で
は
ほ
と
ん
ど
制
圧
さ
れ

て
い
る
麻
し
ん
（
は
し
か
）
で

す
が
、
わ
が
国
で
は
今
で
も
年

間
１
万
人
以
上
の
患
者
が
発
生

し
て
い
て
、
海
外
か
ら
「
麻
し

ん
輸
出
国
」
と
い
う
大
変
不
名

誉
な
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
最
近
に
な
っ
て

国
も
よ
う
や
く
本
腰
を
上
げ
て

麻
し
ん
対
策
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
平
成
18
年
度
か
ら
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
２
回

接
種
が
始
ま
り
、
平
成
20
年
度

か
ら
は
５
年
間
の
時
限
措
置
と

し
て
、
中
学
１
年
と
高
校
３
年

を
接
種
対
象
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
定
期
接
種
と
は
別
に

任
意
接
種
と
よ
ば
れ
る
ワ
ク
チ

ン
の
中
に
も
、
最
近
新
し
い
ワ

ク
チ
ン
が
、
わ
が
国
で
も
よ
う

や
く
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
菌
ｂ
型
と
い
う
細
菌
（
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
は
全

く
別
な
も
の
で
す
）
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
で
す
が
、
こ
の
細

菌
は
乳
幼
児
の
細
菌
性
髄
膜

炎
と
い
う
病
気
を
起
こ
し
ま

す
。
こ
の
病
気
は
日
本
で
年
間

約
５
０
０
〜
６
０
０
人
の
子
ど

も
で
発
生
し
て
お
り
、
死
亡
や

後
遺
症
が
約
30
％
に
み
ら
れ
る

非
常
に
重
大
な
病
気
で
す
。
欧

米
で
は
20
年
ほ
ど
前
か
ら
す
で

に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始

ま
っ
て
お
り
、
こ
の
病
気
は
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
平
成
20
年
12

月
に
発
売
に
な
り
ま
し
た
が
、

任
意
接
種
の
た
め
１
回
に
７
，

０
０
０
円
前
後
の
自
己
負
担
が

あ
る
の
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
日

本
で
も
す
で
に
使
用
さ
れ
て

い
て
、
高
齢
者
に
多
い
誤ご
え
ん
せ
い

嚥
性

肺は
い
え
ん炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
後
の

細
菌
性
肺
炎
の
予
防
に
重
要
で

あ
る
と
し
て
認
知
度
が
高
ま
っ

て
来
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
使

わ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
乳
幼

児
に
接
種
し
て
も
ほ
と
ん
ど
効

果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
小
児

の
感
染
症
の
原
因
菌
と
し
て
最

も
多
い
の
が
肺
炎
球
菌
で
、
細

菌
性
髄
膜
炎
も
ヒ
ブ
に
次
い
で

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
欧

米
を
は
じ
め
多
く
の
国
で
は
、

ワ
ク
チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ

に
つ
い
て

あ
つ
ー
い
！
あ
ま
ー
い
‼
お

い
し
い
‼
お
や
つ
の
焼
き
芋

を
、
笑
顔
で
ほ
う
ば
り
ま
し

た
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

の
3
人
組
で
す
。

あ
ふ
れ
る
笑
顔

取
材
先
で
こ
ん
に
ち
は

す
で
に
乳
幼
児
向
け
の
結
合
型

ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
て
効
果

を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で

は
昨
秋
よ
う
や
く
承
認
さ
れ
今

春
の
発
売
に
向
け
て
準
備
中
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
は
主
と
し
て
性
行

為
に
よ
っ
て
感
染
し
、
子
宮
頸け

い

が
ん
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
日
本
で

近
年
増
加
し
て
い
る
若
年
子
宮

頸
が
ん
で
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
高
頻
度

に
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
宮

頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
に
、

ワ
ク
チ
ン
が
多
く
の
国
で
承

認
さ
れ
、
先
進
国
で
は
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
接
種
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
性
体
験
前
の

若
い
女
性
に
接
種
す
る
の
が
最

も
効
果
的
で
あ
る
た
め
、
多
く

の
国
で
は
優
先
接
種
対
象
は
11

〜
12
歳
の
女
子
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
も
昨
年
12

月
末
に
よ
う
や
く
日
本
で
発
売

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る

病
気
は
ワ
ク
チ
ン
で
積
極
的
に

予
防
す
る
。」
こ
の
こ
と
が
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
最
も
重
要
な
こ
と
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

大
おおぞの

園　梨
り さ

紗
税務課資産税係
『あせらず、気負わ
ず、地道にコツコツ
と頑張ります。』

わ
し
長
毎
が
シ
リ
ー
ズ
で
人
吉
を
紹
介
す
る
ぞ
。

相
さ が ら

良 長
ながつね

毎公
豊臣秀吉から球

磨郡の領地を許

され、本格的な

城（石垣造りの

城）造りにとり

かかった第二十

代当主。

長
毎
公
の

人
吉
め
ぐ
り拝殿

本殿

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
様
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

毎
日
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

こ
の
た
び
、
職
場
の
方

に
広
報
ひ
と
よ
し
12
月
号
を

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
吉
駅
前
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事

業
の
特
集
記
事
が
一
番
の
関

心
事
で
し
た
。
私
は
多
良
木

町
に
住
ん
で
お
り
、
人
吉
駅

を
利
用
す
る
こ
と
は
あ
ん
ま

り
な
い
の
で
す
が
、
遠
方
よ

り
の
友
を
案
内
す
る
と
き
、

思
い
つ
く
の
が
人
吉
駅
で
、

今
ま
で
ち
ょ
っ
と
残
念
な
景

観
で
し
た
の
で
、
今
回
の
事

業
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
一

人
で
す
。
と
て
も
便
利
な
つ

く
り
に
な
る
よ
う
で
、
期
待

感
大
で
す
。
完
成
が
待
た
れ

ま
す
。

　

広
報
は
大
変
読
み
や
す

く
、
内
容
も
興
味
津
々
。
市

民
の
活
動
が
た
く
さ
ん
紹
介

さ
れ
て
い
て
楽
し
い
内
容
で

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
多
良
木
町
在
住　

　
　
　
　
　
　
す
う
ち
ゃ
ん

●

　
「
広
報
ひ
と
よ
し
」
は
、

市
民
の
皆
様
が
多
く
登
場
し

て
、
元
気
に
な
る
広
報
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
広
報
、
そ
し
て

わ
か
り
や
す
い
広
報
紙
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ど
う
ぞ
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の

皆
様
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ

感
想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ

な
た
の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た

身
近
な
出
来
事
な
ど
を
書
い

て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

前
略広

報
ひ
と
よ
し
様

◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
　

※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

　新成人の元気いっぱいの
笑顔に写真を撮るこちらも
思わず笑顔に。不景気をの
り切るために一番必要なの
は “ 笑顔 ”なのかもしれま
せん。

人吉市成人式
（１/３・カルチャーパレス）

編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
良
い
お
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
い

た
し
ま
す
。

　

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
。
私
の
今
年
の
目
標
は
、

メ
タ
ボ
解
消
！
…
と
毎
年
の

よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
が
な

か
な
か
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
広
報
ひ
と
よ
し
」
の
今

年
の
目
標
は
、
内
容
を
更
に

深
化
さ
せ
、
市
民
の
皆
様
が

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ

き
、思
わ
ず
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
事
。

こ
ち
ら
の
目
標
は
し
っ
か
り

ク
リ
ア
し
た
い
で
す
。
今
年

も
「
広
報
ひ
と
よ
し
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
す
み
こ
）

編
集
室
か
ら

鞘堂

　

国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
、
国
指
定
重
要

文
化
財
老
神
神
社
、
保
存
修
理
中
の
岩

屋
熊
野
座
神
社
の
次
は
、
井
口
町
に
あ

る
県
指
定
重
要
文
化
財
「
井
口
八
幡
神

社
」
を
紹
介
す
る
ぞ
。

　

井
口
八
幡
は
、
宝ほ
う
ち治
元
年
（
一
二
四
七

年
）
相
良
家
二
代
頼よ
り
ち
か親
が
創
建
し
た
。

頼
親
は
郡
内
安
泰
の
た
め
豊ぶ
ぜ
ん
の
く
に

前
国
宇
佐

八
幡
宮
の
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
を
伝
授
し
、
初
め
て

井
口
八
幡
宮
で
行
っ
て
お
る
。
応お
う
え
い永

七

年
（
一
四
〇
〇
年
）
八
代
実さ
ね
な
が長

が
古
く

な
っ
た
社
殿
を
再
興
し
、
長
ち
ょ
う
き
ょ
う享
二
年

（
一
四
八
八
年
）
十
二
代
為た
め
つ
ぐ続

の
代
に
造

り
替
え
た
。
同
年
十
一
月
に
遷
宮
し
、
正

月
に
は
流
鏑
馬
と
連
歌
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
流
鏑
馬
と
連
歌
は
相
良
家
の
恒
例
行

事
と
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の

じ
ゃ
。
ま
た
、
天
て
ん
も
ん文
十
九
年
（
一
五
五
〇

年
）
に
は
十
七
代
相
良
晴は
る
ひ
ろ廣

が
修
復
す
る

な
ど
青
井
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
相
良
家
に

よ
る
手
厚
い
改
修
が
た
び
た
び
行
わ
れ
て

お
る
。

　

し
か
し
、
元
げ
ん
ろ
く禄

十
二
年
（
一
六
九
九
年
）

四
月
、
火
災
に
よ
り
消
失
し
て
し
ま
っ
た

の
じ
ゃ
。
同
年
七
月
か
ら
再
興
工
事
を
始

め
、
十
一
月
に
遷
宮
。
現
在
の
建
物
は
こ

の
と
き
の
も
の
じ
ゃ
。
ち
な
み
に
わ
し
の

孫
で
あ
る
二
十
二
代
頼よ
り
た
か喬
の
代
で
あ
る
。

　

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
る
の

は
本
殿
の
み
で
、
構
造
は
桁け
た
ゆ
き行
三
間
、

梁は
り
ま間

二
間
の
流
な
が
れ
づ
く
り

造
、
屋
根
は
柿こ
け
ら
ぶ葺

き
で

老
神
さ
ん
や
岩
屋
さ
ん
の
よ
う
に
鞘さ
や
ど
う堂

（
覆お
お
い
や屋
）
で
覆
わ
れ
て
お
る
。

巻
の
十
九 ―

井
口
八
幡
神
社―
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平成 21 年 12 月末日現在
※（ ）は前月比

※外国人登録者は含みません

市・県民税（第４期）
国民健康保険税（第７期）

介護保険料（第７期）
後期高齢者医療保険料（第７期）
【納期限】２月１日（月）

１月の納税人の動き

１月
15 金 広報配布
16 土
17 日 軽トラック市
18 月 もの忘れ相談（市役所）
19 火 無料法律相談（市役所）
20 水
21 木 年金出張相談所（総合病院）
22 金
23 土 カルチャーパレス自主文化事業 玄海竜二特別公演
24 日 男女共同参画スペシャルコンサート（カルチャーパレス）
25 月
26 火 くらしの相談（市役所）、文化財防火デー訓練（老神神社）
27 水
28 木
29 金
30 土
31 日

２月
１ 月 広報配布、「人吉球磨は、ひなまつり」スタート（〜３月31日）
２ 火 無料法律相談（市役所）
３ 水
４ 木 心配事相談所（総合福祉センター）、こころの健康相談（人吉保健所）
５ 金
６ 土 第２回まちづくり親善大使と市民との交流会議（カルチャーパレス）
７ 日
８ 月 もの忘れ相談（市役所）
９ 火
10 水
11 木 建国記念の日
12 金 特設人権相談所（勤労青少年ホーム）
13 土
14 日
15 月 広報配布

行事カレンダー

２月の乳幼児健診
市保健センター健康政策係

受付時間　３ 歳 児＝午後１時〜１時 20分
　　　　　そのほか＝午後１時10分〜１時 30分
※母子健康手帳、バスタオル、３歳児は尿もお持ちください。

健 診 対　象　者 日 程
３歳 平成18年８月生 ２日㈫

３か月 平成21年10月生 ９日㈫
７か月 平成21年６月生 16日㈫
1歳 8 か月 平成20年５月生 23日㈫

　納税には便利で確実

な口座振替をご利用く

ださい。納税通知書・

通帳・通帳印を持って

市納税課（⑧番窓口）・

金融機関、郵便局でど

うぞ。

総　数　36,167 人（ −  3 人）
　男　　16,677 人（ −  7 人）
　女　　19,490 人（＋　4 人）
世帯数　15,713 世帯

（ ＋ 1 世帯）

７ 日
愛 生 会 外 山 病 院 ㉒６８７８
み な み 眼 科 ㉒６８２０
た か は し 小 児 科 内 科 医 院 ㉔２２２２

11 木
辻 循 環 器 科 内 科 ㉔８８８８
河 野 産 婦 人 科 ㉔３８３８
増 田 ク リ ニ ッ ク ㉒３５７０

14 日
ひ と よ し 内 科 ㉔１２１１
吉 村 皮 ふ 科 医 院 ㉒７５５５
や ま む ら 医 院 ㊺０００５

21 日
み の る 診 療 所 ㉔７２５８
平 井 整 形 外 科 医 院 ㉔８２１３
堤病院附属九日町診療所小児科 ㉒２２５１

28 日
辻 胃 腸 科 心 療 内 科 ㉔２７７７
有 島 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 ㉔２２００
公 立 多 良 木 病 院 小 児 科 ㊷２５６０

※変更になることがあります。当日ご確認ください。

２月の休日在宅医

７ 日
二 日 町 薬 局 ㉓６９３３
た ん ぽ ぽ 薬 局 ㉓６１７０

11 木 五 日 町 薬 局 ㉓６２２８

14 日 あ け ぼ の 薬 局 ㉒１１８０
ミ ユ キ 薬 局 イ ン タ ー 店 ㉒７４７２

21 日
翠 薬 局 ㉘３９６１
エ ス エ ス 堂 城 本 店 ㉒０３３７
九 日 町 調 剤 薬 局 ㉖３５７７

28 日 高 階 誠 心 堂 薬 局 西 間 店 ㉒７８８０
※変更になることがあります。当日ご確認ください。

２月の休日当番薬局
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